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文書番号 OE-2017-1 

 

 

環境経営方針  

  

  

雄島試作研究所は、地球環境に対する環境負荷の軽減を社員全員で認識す

るための環境教育を行い、自然と共生できる施策研究、地球社会の発展に

寄与できる製品製作を目指します。  

   

   

  （1）環境負荷の低減 

事業活動に伴い消費するエネルギーの節減に努め、地球温暖化ガス発

生量の低減に貢献します。 

  （2）法規制事項の厳守 

      環境に関する法律、規則等については十分に理解し、実行します。 

  （3）環境教育による社員の環境に対する関心と高揚 

会社全体として環境に対する意識を徹底させ環境行動計画書を実行

します。 

     (4) 地域社会との調和 

      地域社会の一員として地域社会との調和貢献をはかります。 

  （5）環境に配慮した設計、製品つくり 

有害物質材料の削減、製品の軽量化などを念頭にした設計、製品作り

を目指します。 

  （6）環境経営の継続的改善を誓約する。 

 

 

 

 

2022 年 8月 1日 

株式会社 雄島試作研究所 

代表取締役 野田 一房 

OE-2017-1



【当社の概要】

*年度：8月から翌7月
売上高 5億4百33万円
主要製品生産量 金属製品 457式

(kg) その他製品
従業員 24人

床面積 武蔵野工場 452m
2

横須賀工場 255m2
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1）事業者名及び代表者名
株式会社 雄島試作研究所
代表取締役 野田 一房

2）所在地
◆本社工場 東京都武蔵野市西久保3-10-28
◆横須賀工場 神奈川県横須賀市武3-17-1

◆：EA21該当事業所

3）環境保全関係の責任者及び担当連絡先
責任者 代表取締役 野田 一房
連絡先 TEL 0422-52-0167

FAX 0422-54-2632
4）事業内容

精密機器の設計,試作及び製造販売

5）事業の規模
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2022年度（2022.8.1～2023.7.31）

2020年度　 2022年度　 2023年度　 2024年度　 2025年度　 2026年度　

2020/8～2021/7 2022/8～2023/7 2023/8～2024/7 2024/8～2025/7 2025/8～2026/7 2026/8～2027/7

（基準） （実績） （目標） （目標） （目標） （目標）

■エネルギー使用量

　二酸化炭素排出量 kg-CO2 46365.12 47679.56 46365.12 46365.12 46365.12 46365.12

　電力Co2排出量 kg-CO2 42199.04 44285.63 42199.04 42199.04 42199.04 42199.04

　電力量 kWh 94405.00 99073.00 94405.00 94405.00 94405.00 94405.00

　ガソリン消費量 L 1413.10 1391.21 1413.10 1413.10 1413.10 1413.10

　都市ガス消費量 m3 411.00 77.00 411.00 411.00 411.00 411.00

Kg 1141.80 1250.00 1141.80 1141.80 1141.80 1141.80

Kg 1050.00 540.00 1050.00 1050.00 1050.00 1050.00

m3 292.00 246.00 292.00 292.00 292.00 292.00

*基準年;2020年度実績が基準値である。

*二酸化炭素排出係数　0.447kg-CO2/kWh　(令和2年度東京電力実排出係数）

*一般廃棄物排出量は「資源ごみ（リサイクル）」+「可燃ごみ」+「不燃ごみ」を合算したものである。
*横須賀工場を含む

2020年度 2022年度　 2023年度　 2024年度　 2025年度　 2026年度　

2020/8～2021/7 2022/8～2023/7 2023/8～2024/7 2024/8～2025/7 2025/8～2026/7 2026/8～2027/7

（基準） （実績） （目標） （目標） （目標） （目標）

2件 2件 2件 2件 2件 2件

2020年度 2022年度　 2023年度　 2024年度　 2025年度　 2026年度　

2020/8～2021/7 2022/8～2023/7 2023/8～2024/7 2024/8～2025/7 2025/8～2026/7 2026/8～2027/7

（基準） （実績） （目標） （目標） （目標） （目標）

1回 1回 1回 1回 1回 1回

OE-2017-2

1．環境経営目標                                                【全体：武蔵野本社・横須賀工場】

■社会活動

地域清掃

■水使用量

■一般廃棄物排出量

■産業廃棄物排出量

単位

■環境保全
環境に配慮した設計・製品作
り

受注票兼設計計画書で検証
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活動項目

①機械・照明等電源不要時のOFFの推進。

②空調温度を節電温度に設定。（夏28度，冬20度を奨励）

③エアコン清掃（フィルタ掃除年4回：9月・12月・3月・6月）

④工作機械の設備点検をこまめにする。

⑤作業工程の見直しをする。

⑥不良品の削減。

ガソリン使用量の削減 エコ運転の実施(制限速度遵守、アイドリングストップ）

①分別の徹底により可燃ごみの削減およびリサイクルを増やす。

②パソコンで情報を共有し、紙のプリントアウトを少なくする。

③廃油や金属屑などのリサイクルをする。

④カタログの回収。

①日常点検で水漏れのチェック。

②蛇口の開閉時の節水。

①受注票兼設計計画書で、設計検証をする。（2件/年）

②月1回の品質会議で予防・是正を検証する。

地域清掃

担当グループ

全グループ：

・生産管理G
・設計G
・電気G

（光G・医療機器G）

・製造G（本社）
・製造G（横須賀）

・総務G
電力使用量の削減

OE-2017-3

　　　2.　環境経営計画

社会活動 全グループ

・生産管理G

水の使用量の削減

・生産管理G
・総務G
・製造
（本社・横須賀）

廃棄物の削減

全グループ：

・生産管理G
・設計G
・電気G
（光G・医療機器G）

・製造G（本社）
・製造G（横須賀）
・総務G

環
境
保
全

・環境に配慮した設計
・製品作り
・環境に配慮した設備投資

・生産管理G
・設計G
・製造G
（本社・横須賀）

・電気G
（光G・医療機器G）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

・生産管理G
・製造G
　（本社・横須賀）

・生産管理G
・設計G
・電気G
（光G・医療機器G）

・製造G
（本社・横須賀）

取組事項
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３．環境経営計画の取組結果、次年度の取組内容

二酸化炭素排出量（Kg-Co2）
基準 実績 基準比 達成状況

46365.12 47679.56 97.24 △

取組結果の評価

次年度の取組

電力使用量（kwh）
基準 実績 基準比 達成状況

94405.00 99073.00 95.29 △

取組結果の評価

次年度の取組

ガソリン使用量（L）
基準 実績 基準比 達成状況
1413.10 1391.21 101.57 〇

取組結果の評価

次年度の取組

　　　  基準

　       基準

　　    基準

次年度も目標達成できるように取り組んでいきた
い。

目標を達成出来ました。
ガソリン価格の高騰の影響もあり、節約を心がけ
た結果、使用量の減少に繋がった。

ほとんど横ばいできている。電気のON、OFF等は
こまめに行われている。

次年度は達成できるように取り組んでいきたい。

ほとんど横ばいできている。電気のON、OFF等は
こまめに行われている。

次年度は達成できるように取り組んでいきたい。
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0.00

20000.00

40000.00

60000.00

2020年度 2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量（Kg-Co2）

94405.00 
94405.00 

104560.00 99073.00 

0.00

20000.00

40000.00

60000.00

80000.00

100000.00

120000.00

2020年度 2020年度 2021年度 2022年度

電力使用量（kwh）

1413.00 1413.00 

1571.80 

1391.21 

1300.00

1350.00

1400.00

1450.00

1500.00

1550.00

1600.00

2020年度 2020年度 2021年度 2022年度

ガソリン使用量（L）



7

一般廃棄物排出量（Kg）
基準 実績 基準比 達成状況
1141.80 1250.00 91.34 △

取組結果の評価

次年度の取組

水使用量（ｍ3）
基準 実績 基準比 達成状況
292.00 246.00 118.70 〇

取組結果の評価

次年度の取組

環境に配慮した設計・製品作り検証（件）
基準 実績 基準比 達成状況
2件 2 100.00 〇

取組結果の評価

次年度の取組

達成目標：〇=達成（100％以上）　△=努力した（100％未満～90％以上）　×=未達成（90％未満）

是正処置は、できるだけでないようにしたい。

年々少しずつ増加しているが、売り上げの増加に
より購入品も多くなって廃棄する梱包材等も増加
してしまう。

ダンボール梱包材等はリサイクルするように取り
組む。

目標を達成出来た。

次年度も引き続き取り組んでいきたい。

目標達成手段の②の是正処置の件数であるので、
年間1～2件は許容範囲である。

　基準

　　    基準

　　   基準

1141.80 1141.80 
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239.00 246.00 
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1 

2 
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環境に配慮した設計・製品

作り検証（件）



4.環境関連法規等への違反，訴訟等の有無

 環境関連法規性等の遵守状況を確認したが違反はなく、また関係当局からの
 違反の指摘や訴訟は過去3年間ありません。  

5.教育訓練の実施

【防火訓練の実施】

社内にて防火訓練を実施した。＜武蔵野本社 実施日：5月12日＞
＜横須賀工場 実施日：5月12日＞

＊災害時を想定した緊急連絡シミュレーション
＊緊急事態の社内マニュアルに基づき実施
＊避難経路の確認

8

6.地域社会との調和

【会社・工場周辺の清掃活動】

地域奉仕活動として、会社・工場周辺の道路のゴミや雑草を除去した。
＜武蔵野本社 実施日：5月12日＞
＜横須賀工場 実施日：5月12日＞

＊消火器の設置場所、使用方法の確認
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7.　経営者による全体の評価と見直し

項目 見直し変更の有無

環境経営方針

環境経営計画
環境経営目標

その他

*参照資料

環境経営計画 OE-2017-3

■　全体評価

□有/■無

□有/■無

□有/□無

項　目

　環境経営システムの完成度 　システムについては問題なく有効に機能して
　います。

　
　環境への取組は適切に実施されてい
　るか

　売上が増加している割には、各項目の増加は
　少ないと思う。

2023年11月1日

株式会社 雄島試作研究所  

代表取締役　 野田　一房  

環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況 OE-2017-7、OE-2017-7-01

　生産量が増加している割にはCO2排出量が減っているのは、環境経営システムが機能を
　していると思う。

全
体
評
価

見
直
し

評　価

見直しの内容



8．組織図、管理体制図

・代表者
代表者は環境経営の最高責任者として以下の責任及び権限を負う。
①環境方針の策定並びに環境責任者の任命
②環境目標・環境活動計画・環境活動レポート等の承認
③環境経営システム構築の実施・運用の為の原資の準備
④課題とチャンスの取りまとめ

・環境管理責任者
環境管理責任者は環境経営システム運用の責任者として以下の責務・権限を負う。
①環境委員の任命並びにその運用
②環境負荷状況の把握・管理
③環境目標・実施計画の作成並びにその運用
④代表者への実施状況報告並びに各部署への指示
⑤定例会議・教育訓練の実施
⑥環境レポートの作成
⑦各文書・記録の承認

・各責任者
各部署の代表者として、以下の責務・役割を負う
①環境負荷状況の集計
②資料・掲示物等の作成並びに環境責任者の指示決定事項の伝達

・各担当者
①各指示内容についての活動、改善提案
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